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国際ロータリー第2600地区
須坂五岳ロータリークラブ

No.200  2003.7.00
例会：毎週水曜日
12：30～13：30

於：須坂迎賓館
TEL（026）246－3333

会長：橋本達男　　幹事：竹内浩視

2003～2004年度国際ロータリーのテーマ　手を貸そう

第333回　例 会 報 告  2003.7.20貉
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No.205 2004.4.28
例会：毎週水曜日
12：30～13：30

於：須坂迎賓館
TEL（026）246－3333

第417回　例 会 報 告  2004.3.27貍

　皆様こんにちは。本日の講演
はＩＭの折、大変お世話になり
ました小坂さんのお招きもあり
お伺い致しました。以前、更埴
RCで 五木寛之先生に「暗愁の 行
方」の演題でご講演を頂いた事が
ありました。そのお話の中で、
日本人は常にＮＯ.１でなければ
いけない、企業戦士でなければ
いけない、全てに於いて第一人者でなければいけない、そ
の事を高い価値として評価してきた。だが、それでいいの
だろうか。「暗愁」日本人的な封建的なもの・閉鎖的な心、
気が落ちている所、それをチョッと肩を押してあげる。そ
れが本来の日本人の素晴らしさではないか。この「暗愁の
行方」は日本医学会での講演のテーマでもありました。本
日のテーマ「生活習慣病」は以前は成人病と言っておりまし
たが、子供達にも成人病があるため「生活習慣病」と改めら
れたのです。糖尿病や高血圧・ガンは本人の生活習慣だけ
が原因ではなく、ストレスを持たせる社会に問題があるの

創立8周年記念例会　於：スザカ迎賓館（16：00～）　◆講師：長野県医師会副会長　大西雄太郎様（更埴ＲＣ会員）

■会長あいさつ：橋本達男君
　日一日と暖かくなって参りました。本日は須坂五岳ロー
タリークラブ創立8周年記念公開例会に、大勢の地域の皆
様にご来場頂き御礼申し上げます。ロータリーの活動は、
世界各地の貧困・飢餓・難民の救済・青少年への多様な奉
仕活動をはじめ、地域社会においては、ボランティアで沿
道に花を育てている東中学校の子供達への草刈機の贈呈、
高山村シニア野球大会の後援・優勝旗の授与など、身近な
活動を行っております。ロータリーの活動に更に一歩ご理
解を深めて頂ければ幸いに存じます。
　本日、大西先生のご講演をお聴きし、お集まり頂きまし
た皆様が健康で幸せな人生を過ごされる事をご祈念申し上
げます。

「生活習慣病と人生の生き方」
　　 健康で幸せな人生の根源は

家庭・会社・地域社会にある　　
長野県医師会副会長　大西雄太郎様

ではないかと私は思います。「生活環境病」として、厚生省
をはじめ国全体で考えていかなくてはいけない問題だと思
います。ストレスの為についたばこを吸ってしまう。本日
はそんな「たばこ」の話をしたいと思います。

●たばこの煙には有害な発ガン物質が多種類含まれていま
　す。主にタールに含まれていてこれが細胞の遺伝子を傷
　つけガンができます。
●たばこの発ガン物質は肺だけでなく、全身にばらまかれ
　ます。
●たばこを吸う高校生は体位・体力ともに低下。未成年の
　喫煙防止が重要です。
●たばこの有害物質は「副流煙」に、より多く含まれていま
　す。胎児や乳幼児にも大きく影響します。
●たばこは健康ばかりでなく、喫煙による病気の医療費、
　火災による損害、吸殻の処理費用など社会にも不利益を
　与えています。
●「遅すぎる禁煙」はない。続ければ続けるほど効果が出て
　きます。きっかけを見つけて、禁煙を「宣言」しましょう。
●禁煙は「依存症」という自覚から。

　たばこは体に有害なものである。何百回となく話してき
ました。友達を肺がんで亡くした人が数年後その家族の悲
劇的な姿を見てたばこをやめた。88歳で亡くなった私の
父は病院を建てるために借金をし、当時40人だった職員
とその家族の為に、病気になってもやめられなかった大好
きなたばこをやめた。自分の生き方・自分の価値・自分の
存在、自分がこの世に生まれた価値を見出せる人はきっと
たばこをやめられる。
　人間の運命の大部分はその人が受ける愛の多少によって
決定される。人間の価値の大部分はその人が与える愛の多
少によって決定される。どうか自分自身の価値を見出し、
生活習慣病に勝って頂きたいと思います。
　ご清聴ありがとうございました。

第8回　市民公開講演会




